
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  減価償却資産 

Ｑ：今年度の税制改正で減価償却制度の改

正がされましたが、そもそも、減価償却の対

象となる資産とはどんな資産なのですか？  

 

Ａ：一定の資産で、棚卸資産や繰延資産以

外のものが対象になります。 

【解説】 

税法では、次の資産を減価償却資産として

います。ただし、棚卸資産に該当する資産や

繰延資産に属するものは除かれます。 

また、事業の用に供していないもの及び時

の経過によって価値の減少しないものは減価

償却の対象にはなりません。 

①  有形固定資産 

・ 建物及び付属設備 

・ 構築物 

・ 機械及び装置 

・ 船舶 

・ 航空機 

・ 車両及び運搬具 

・ 工具、器具及び備品 

②  無形固定資産 

・ 鉱業権、漁業権、水利権等 

・ 特許権、実用新案権、意匠権、商標権、

ソフトウェア、営業権、育成者権 

・ 専用側線利用権、水道施設利用権、電

機通信施設利用権等 

③  生物 

・ 牛馬等 

・ 果樹等 
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